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コンピュータ支援整形外科（CAOS）は、技術の進歩により、近年大きく進化している。電子カルテ化と
PACSでの単純X線画像でも、容易に角度や距離計測ができ、CTやMR画像も3次元再構築により、診断
から治療計画に生かされている。手術支援がCAOSと思いがちだが、日常気づかずに使っていることも多
い。一方で、手術支援となると2021年度の日整会レジストリーで、脊椎手術のナビゲーション8％、ロボッ
ト0.04％、実物大臓器立体モデル0.4％、患者適合性ガイド0.1％とあまり普及しているとは言えない状
況である。THAではCTナビゲーション14.1％、CTフリーナビゲーション8.6％、CTロボット2.9％で、
CAOS が25％を超えてきており、TKAではCTナビゲーション4.1％、CTフリーナビゲーション23.5％、
CTロボット2.7％、CTフリーロボット2.8％とCAOS が30％を超えている。TKAとTHAにおいてはジェ
フリー・ムーアの言うところのキャズムを日本でも超えつ
つあるように見える。これらが、メインストリームで使用
されるには、機能が向上する、再手術率が低下するという
エビデンス構築以外に、効率が問われるようになると予
想する。今まで手間のかかるCT画像を用いる方法が、よ
り容易に使えることで、外科医の負担を軽減しながら、
治療の質を向上させられる。膝では、アライメントツー
ルのナビゲーションから、軟部組織バランスツールのロ
ボットという方向に向かうかもしれない。今後の展望
として、AIを活用することで、より高度な手術計画や、
手術中の意思決定の支援が容易になり、IOTを生かした
データ転送や確認の効率化、カスタマイズされたインプ
ラントへの対応で、個々の患者に合わせた医療が提供し
やすい環境になっていくと思われるので、今後のCAOS技
術革新を期待する。
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